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恒 例 の 百 里 基地 反 対 同 盟 主 催 百里 基 地初 午祭 りが 、今 年 も ２月 １１日 （祝 日）に 行 われ ま す。

い ま 百里 基 地 は 、新 ガ イ ド ライ ン の も とで 、米 軍 に よ る 基 地使 用 の危 惧 と民 間 航 空 共用 に よ る危

険 の 両方 が 進 ん でい ます。民 間共 用 の名 の も とに 、新 滑走 路 の建 設 と旧 滑 走 路 の 嵩上 げ を行 うとい

う便乗 拡 張 の計 画 が進 め ら れ てい る のです。こ れ は 基 地 の 強化 で あ り、間 違い な く 新 ガ イ ド ライ ン

の 要求 に 沿 っ た計 画 で す。嵩 上 げ 費 用 の ３分 の １ま で も県 民 の負 担 に な る とい うので す か ら こ れま

た と ん で も ない 便 乗 で あ り 、県 民 の納 得 な し に 計 画 を 進 め る こ とは許 さ れま せ ん。

こ の計 画に は ま だ 明 ら か に され てい ない 数 々の 疑問点 があ ります。建 設 費 の総 額 がい く らな のか、

民 間機 の使 用 回 数 も含 め た 使 用 計 画 は ど うな る 見込 み な の か。米 軍機 と 自衛 隊機 の使 用 計 画 は ど の

よ うに 取 り 決 めら れ てい る のか。誘 導 路や タ ーミ ナル 施 設 な ど、滑 走 路以 外 の計 画 は ど うなっ てい

る の か な ど 、県 民 に は 全 く 知 ら され てい ませ ん。

心

県 民 無 視 の 基 地拡 張 計 画 を 現 地 で 確 かめ 、地 域 住 民 の生 の声 を 聞

く た め に も ２月 １１日 は 百 里 に行 き まし ょ う。昼 食 は 現 地 の模 擬 店

等 で も 間に 合 い ます。と に かく 賑 や か に平 和 を 語 り まし ょ う。

蓆 蓆 のた た か 11を 支 厦 ＆よ う
／
″

名 護 市民 の 住 民 投 票 結 果 を 踏 み に じ っ て 、市 長 は 普 天 間 基 地 の名 護 市

移 転 を 受 け 入 れ て し ま い ま し た。　１５年 の 期 限 付 き 移 転 は と うてい ア メ

リ カ が受 け 入 れ な い 条 件 で す。こ の ま ま 強 行 す る な ら 、名 護 市 民 は 市 長

リ コ ール の 運 動 を 始 め る こ と を 確 認 し 、準 備 が 始 め ら れ て い ま す 。こ の

運 動 に は 、大 き な 運 動 費 用 が 必 要 で す。新 しい パ ン フ レ ッ ト も で き た の

で 、こ れ を 普 及 し な が ら 連 帯 のカ ン パ を募 る 計 画 で す。ご 協 力 よろ し く

お 願 い し ま す。辷

－

1映 画 「抑 縄 発 コ ス９リ カ 」（９,乙 |空 か ら 見た 百 里 基 地 ｊ

女勝元企画)作 成 を 支 援 し よ ,う ！ 百 里初 午祭
と　 き　 ２月 １１日 （祝 日 ）

１２畤 か ら

と こ ろ　 百 里 平 和 公 園

主　 催　 百 里 基 地 反 対 同 盟

土 浦 か ら の参 加 はでき る だ け 乗り 合

わせて 行き た い と考 え てい ます。

井上（３１－9122）　ま で連絡

山口（４３－0418）　　く ださい

福島（４２－7960）

行 事 ご よ み

県 平 和 委 理 事 会 （水 戸 市 国 際 交 流 セ ン タ ー）

土 浦 平 和 の 会 理 事 会 （１中 地 区公 民 館 ）

平 和 の 会 新 年 会 （荒 川 沖麗 花 ）

憲 法 ミ ュ ージ カ ル 土 浦 準備 会 （亀 城 ﾌﾟ ﾗｻﾞ ）

土 浦 革 新 懇 「日 の 丸 ・君 が 代 」を 考 え る

つ どい （１中 地 区 公 ）

百 里 初 午 祭 （百 里 平 和 公 園 ）

土 浦 平 和 の 会 理 事 会 （Ｉ中 地 区公 民 館 ）
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